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..  議融会w酔 に寄せて:若手会員からのメッセージ l 
加藤亜記 :藻類とこれまでの 10年，これからの 10年

今年で日本藻類学会が設立されて 60周年ということは，人

で言えば還暦で，生まれた年の干支に戻る再始動の年になろ

うかと思います。自分にとっても，ちょうど，研究者として世

に出てから約 10年でもあります。そこで，自身のこれまでを

振り返りつつ，今後の研究や教育活動と藻類学への寄与につ

いて考えてみました。

前回の 50周年に際して，先輩諸氏が和文誌「藻類」に寄せ

た記事を読んだ、のは，大学院の博士課程の3年生のときでした。

当時は，それから 10年たって自分が記事を書くとは予想もし

なかったのですが，どうにか藻類の研究に貢献してこられたこ

とは幸せだったと思います。自分のこの 10年は，博士号取得

から約8年間の博士研究員(以下ポスドク)生活を経て，大

学の任期付き教員になるという，比較的動きのある年月でした。

おそらく自分と同世代の学会員は，1990年代の大学院重点化

と，それによって増加した博士号取得者の受け皿として実施さ

れた文科省の 「ポスドク一万人支援計画」によって，任期付

きの研究職を経験していることがほとんどだと思います。

私のポスドク生活は，北海道大学，神戸大学，琉球大学と

文字通り北海道から沖縄まで日本列島を縦断するものになり

ました。この間，海藻類，微細藻類，サンゴ礁生態の研究室

に籍を置き，それぞれ異なる生物を対象にした系統分類や生

理生態学的な研究に参画できま した。幸いどの研究室でも，

多くの貴重な経験を積ませてもらえたことには大変感謝してい

ます。中でも思い出深いのは，琉球大学で研究した約4年間

で，研究対象や分野は違っても，サンゴ礁島腕域での研究を

盛り上げていこうという志を持った同世代の仲間に恵まれたこ

とです。自分の専門とする海藻にも分類学にもなじみの少ない

研究者の中で，日々の研究や自主的に立ち上げたセミナーで

のディスカツション，他愛のない雑談を通して，今一度，どう

して海藻を研究対象にしているのか，どうして分類学なのか，

を考え続けま した。

2011年の2月に，海藻類の研究室が絶えて久しい広島大学

に就職し，瀬戸内海の多島美が臨める水産実験所で教員生活

をスタート させま した。大学にも実験所にも海藻類の基礎的

な知見の蓄積がほとんどなかったので，まずは，学生の卒業

研究と して，実験所近辺の海藻相と季節的消長の研究を始め，

受け持った講義や実習では，海藻類の基本的な分類や生態，

気候変動との関連などをかいつまんで紹介しています。また，

実験所からほど近い大崎上島の 「磯の観察会Jでは，参加者

に向けて海藻の解説をしています。教える側になってから，一

般の人やそれと変わらない学生に向けて，藻類の研究を通し

て伝えるべきことは何だろうか， と考えるようになりました。

今のところ，先に述べたような，自分の研究や教育に対する

聞いには，まだ十分な答えを出せていないです。ですが，自

分が藻類に関わっていたい理由は，複雑な進化系統や分類は

もちろん，環境と人の健康の両方を支え，様々な分野の学問

と関連していることが純粋に面白いこと，そして，分類学をベー

スに，「新しい研究の基礎をつくる」ため，藻類の分類群の由

来や性質が有機的に他分野に繋がるような研究を目指したい

からです。

教育に関しては，今は，そのベースを作るために，藻類の生

物と しての特殊性と普遍性，基礎的研究と応用的研究につい

て，広く勉強して面白さを見つけ，研究を深める ときなのかも

しれません。学生実習のため，瀬戸内海のカキやノ リ養殖施

設の見学に行ったことで，これまであまり知らなかった水産学

における藻類の役割や生育環境についても，もっと知りたいと

思うようになりました。しばらくは，自分の専門の系統分類の

研究を継続しつつ，自の前に巨大な水槽を持っているとも言え

る水産実験所にいることを生かした研究や教育を試行してい

く予定です。

最後に， 日本藻類学会について思うことは，「藻類」をキー

ワードに，それぞれ多様な研究をしている学会員が集まっては

いても，緩やかに繋がっていられるような横の連携がないこと

です。とくに，若い世代は，「自分は何ものなのかJ，r自分は

何ものでありたいのか」を模索している直中にあると思います。

誰でも所属や分野を越えて，自由かつ広く交流して，議論が

出来るような場を作り，盛り上げていく ことが，この学会を支

える次の世代を育成する鍵になるはずです。少なくとも，それ

が実行できる潜在力は既に学会の中にあると信じます。
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